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秋田農村住民の血清脂肪酸構成と摂取脂肪

との関連について（第二報）
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はじめに

前報りにひきつつき，血清脂肪酸構成を栄養摂取面か

ら，高血圧者について検討した．

対象者は，秋田県井川町，本荘石沢地区で毎年行って
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いる糖負荷試験を受診した40~59歳の男子住民である．

昭和50~54年に受診した 323名の中から，顕著な高脂血

症・糖尿病が詔められず，栄義摂取状況力ゞ普段と変らな

い者で，高血圧を示した者85名と対照群として［「常血

圧を示した者 104名を選出した．

栄養凋査方法と」／1[液測定i古ま前報と同じである．

表l. 血液化学所見と栄養摂取状況 男子 -40~59歳ー S. 50~54年
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高血圧者の正常rrTぱ者に対する有意差を求めた．
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結果と考察

A.血液化学所見と栄養摂取状況について

正常血圧者群と高血圧者群の血液生化学所見と栄養摂

取状況を表 1．に示した．その結果，高血圧者群において

は，血清総たん白・中性脂肪・総脂肪酸・パルミチン酸

贔 （P) ・オレイン酸（0)の平均値は，それぞれ正常血

圧者群に比して有意に高値を示した．ー方，リノール酸

(L)の平均値はほぼ同値を示した．このような正常血

圧者・高血圧者群の P•O•L値に起因して， L/O·L

/P比は高血圧者群で低値を示した．

一方，栄養摂取状況を見ると，両群の間には大きな差

は認められないが，高血圧者群において，動物性脂肪（

動脂） ・植物性脂防（植脂）と糖質の摂取呈は，正常血

圧者群より低い傾向がみられた．多価不飽和脂肪酸（P),

飽和脂肪酸（s)の摂取量とp/s比には差は認められ

なかった．

食品群では，高血圧者群において，魚類の摂取は多いが，

肉類・卵類は少ない傾向を示した．i由脂類の摂取量は，正

常血圧者・高血圧者群とも少なく，高血圧者群では正常

血圧者群よりさらに少ない傾向かみられた．このように，

高血圧者群は正常血圧者群に比して，血液所見・栄養摂

取状況でいくつかの相違点が認められた．

B.血清L/O・L/P比と栄養摂取琵との相関係数

前報と同様に，高血圧者群の個々に，血清脂肪酸との

閲連が考えられる脂肪摂取量と L/0• L/P比との相

関係数を求め表 2．に示した．その結果， L/O•L/P 比は

植脂摂取呈・植脂熱量比と（ま有惹の正の相関を示し，動

脂摂取量とその熱量比とは負の関連かみられたか相関係

数に有意でなかった．そして，動脂比は L/O•L/P

比と有意の負の相関が語められた． L/0比と植『旨およ

び動脂の摂取量との相関図を図 1．に示した．

次 1こ，血浩中のL/O•L/P 比と食恵中のp/sl;t

の関連を見ると，表 2．に示すように， L/O•L/P比

と食事中のp/s比との間には，正常血圧者と同様に有

意の正の相関を示した． （図 2.)

さらに，食兄群の魚類，肉類，卵類と油脂類の摂取量

とL/O・L/P比の関連を求めると，表2.1こ示すよう

に，肉類の摂取鼠と負の相関傾向がみられた•そして，

油脂類の摂取星と L/O•L/P 比との間に，有意の正

の相関が認められた．

IV まとめ

高（I［圧者について，［肛清脂肪酸構成と栄養摂取量との

関連を個人レベルで検討した．その結果．

1) l{［［清中のL/O・L/P比の平均値は．正常血汀

者より低値を示した．

2) 血清•r」の L/0 • L/Pllは，植物性脂I1カ摂取量

とその熱凪北と正の相関を示した．

3) 血清中の L/O•L/P比は食事中のp /s 比と

]の相閏を示した．

4) 食品群では，血清中の L/O•L/P比と肉類の

摂以と負の相関｛項向がみられ，油脂類の摂取とは，

正の相関か認められた．

表2 血清L/0,L/P比と栄養摂取量との相関係数 男子 高血圧者
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図 1． 血消L/0比と脂肪摂取呈の相関
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